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ウ
ガ
リ
ト
語
の
讃
歌
に
見
ら
れ
る
大
型
の
ネ
コ
と
し
て
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

）

一
一
九　
（

は
じ
め
に

　

ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
、
前
二
千
年
紀
か
ら
前
一
千
年
紀
に
か
け
て

地
中
海
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
域
で
幅
広
く
立
証
さ
れ
て
い
る
女
神
で
あ

る
。
旧
約
聖
書
の
中
で
は
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
（ʻ aštōret, 

ʻ aštārôt

）
は
、
バ
ア
ル
と
共
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
か
ら
す
る
と
糾
弾

す
べ
き
外
国
の
神
で
あ
る 

（
士
師
記2:13-14; 10:6;
一
サ
ム
エ
ル

記 7:4; 12:10

）。
筆
者
は
既
に
、
ウ
ガ
リ
ト
語
文
書
に
見
ら
れ
る

ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
小
板
橋 
二

〇
一
二
）。
二
〇
一
一
年
と
二
〇
一
二
年
に
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
を

め
ぐ
る
国
際
会
議
が
「
変
容
、
置
き
換
え
」
と
い
う
中
心
語
を
も

っ
て
、
東
京
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
か
れ（
た

）
1

。
こ
の
二
つ
の
国

際
会
議
の
発
表
の
中
で
、
ウ
ガ
リ
ト
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に
関
し
て

注
目
し
た
い
発
表
は
、
ス
ミ
ス
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
発
表
で
あ
り
、

彼
ら
の
発
表
は
論
文
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
、
後

期
青
銅
器
時
代
シ
リ
ア
の
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
と

の
関
わ
り
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
議
論
し
て
い
る
（Sm

ith 
2014

）。
ま
た
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
テ
ク
ス
ト
と
図
像
資
料
か
ら

見
る
と
、
後
期
青
銅
器
時
代
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
第
一
の
役
割
は

戦
争
と
厄
払
い
の
呪
術
、
治
療
の
女
神
で
あ
り
、
前
一
千
年
紀
に

は
、
彼
女
の
好
戦
的
な
性
格
は
明
白
で
な
く
な
り
、
王
権
と
結
び

つ
い
た
女
神
の
性
格
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
い
る

（Schm
itt 2013; Schm

itt 2014

）。

　

二
〇
〇
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
ウ
ガ
リ
ト
王
の
夏
の
宮
殿
と
考
え

ら
れ
る
ラ
ス
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ニ
出
土
の
「
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
讃
歌
」

（RIH
 98/0

）
（
（2

）
の
中
で
は
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
、「
大
型
の
ネ

コ
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ウ
ガ
リ
ト
の
ア
シ
ュ
タ

ル
ト
研
究
で
は
、「
大
型
の
ネ
コ
」
と
し
て
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に

二
四
九

ウ
ガ
リ
ト
語
の
讃
歌
に
見
ら
れ
る

　
　

大
型
の
ネ
コ
と
し
て
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

小
板
橋　

又　

久



史
　
　
　
学

　
第
九
〇
巻

　
第
二
・
三
号

）

一
二
〇　
（

つ
い
て
、
詳
し
く
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
後
期

青
銅
器
時
代
の
ウ
ガ
リ
ト
に
お
い
て
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
が
「
大
型

の
ネ
コ
」
と
呼
ば
れ
た
社
会
文
化
史
的
な
意
味
を
、
古
代
近
東
の

関
係
す
る
資
料
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

一　

呪
術
力
を
持
ち
、
王
を
守
る
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

　

１　

  

ウ
ガ
リ
ト
語
の
神
話
・
祭
儀
文
書
に
見
ら
れ
る
ア
シ
ュ

タ
ル
ト

　

ウ
ガ
リ
ト
語
の
神
話
・
伝
説
の
中
で
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
度
々

出
て
く
る
神
で
は
な
い
が
、
ウ
ガ
リ
ト
語
の
祭
儀
文
書
の
中
で
は

し
ば
し
ば
現
れ
る
。
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に
対
し
て
ワ
イ
ン
や
羊
、
そ

の
他
何
ら
か
の
奉
納
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
幾
つ
か
の
文
書
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き（
る

）
3

。
ま
た
、「
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
が
王
の
家
に
入
る

（tʻ rb ʻ ṯ trt bt m
lk

）」（K
T
U

3 1.43:1-2; 1.91:10; 1.148:18
）
と
い

う
記
述
が
あ
り
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
神
像
が
移
動
す
る
儀
式
が
あ

っ
た
。
マ
リ
の
死
者
供
養
の
儀
礼
で
あ
るkispu

と
の
比
較
に
よ

り
、K

T
U

3 1.43

に
お
け
る
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
、kispu-

型
の
儀

式
と
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ（
る

）
4

。

　

蛇
の
毒
に
対
す
る
呪
術
を
伝
え
る
ウ
ガ
リ
ト
語
の
文
書
の
中
で
、

ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
ア
ナ
ト
と
対
で
、
そ
の
名
前
が
呼
ば
れ
て
い
る

（K
T
U

3 1.100:19b-20a; 1.107: 39b-40a

）。K
T
U

3 1.107: 

39b-40a

の
中
で
は
、
他
の
神
々
と
共
に
、
ア
ナ
ト
と
ア
シ
ュ
タ

ル
ト
が
蛇
の
毒
を
集
め
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
お
り
（ʻ nt.  

w.  ʻ ṯ trt ［ti

］s p. ḥ m
t

）、
ウ
ガ
リ
ト
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
神
は
、
蛇
の

毒
の
治
癒
に
関
す
る
呪
術
と
関
わ
っ
て
い
る
。

　

ウ
ガ
リ
ト
語
の
キ
ル
タ
伝
説
の
中
で
は
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
呪

術
の
神
ホ
ロ
ン
と
共
に
、
呪
い
の
文
脈
で
現
れ
る
（K

T
U

3 1.16: 
V
I:54-5

）
（
（7

）。

［
ウ
ガ
リ
ト
語
文
書
：
キ
ル
タ
伝
説
］ KT

U
3 1.16:V

I:54-57

「
砕
く
よ
う
に
、（
五
五
）ホ
ロ
ン
が
、
お
お
、
わ
が
息
子
、

砕
く
よ
う
に
、
ホ
ロ
ン
が
、（
五
六
）あ
な
た
の
頭
を
、

ア
シ
ュ
タ
ル
ト
、
バ
ア
ル
の
名
前
が
、（
五
七
）あ
な
た
の

脳
天
を
。」

　

キ
ル
タ
伝
説
の
文
脈
に
お
い
て
、
バ
ア
ル
の
側
に
立
つ
存
在
で

あ
る
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
「
バ
ア
ル
の
代
理
人
」
と
し
て
キ
ル
タ
王

の
為
に
破
壊
的
な
力
を
行
使
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２　

エ
ジ
プ
ト
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
に
お
け
る
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

　

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
、
バ
ア
ル
、
レ
シ
ェ
フ
、

ホ
ロ
ン
、
ア
ナ
ト
、
ケ
デ
シ
ュ
ト
と
共
に
、
新
王
国
の
始
め
に
エ

二
五
〇



ウ
ガ
リ
ト
語
の
讃
歌
に
見
ら
れ
る
大
型
の
ネ
コ
と
し
て
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

）

一
二
一　
（
二
五
一

ジ
プ
ト
に
導
入
さ
れ（
た

）
6

。
ラ
メ
セ
ス
三
世
時
代
（
前
一
一
八
四
―

一
一
五
三
）
の
レ
リ
ー
フ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は

ア
ナ
ト
と
共
に
「
彼
（
ラ
メ
セ
ス
三
世
）
の
盾
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
軍
事
的
な
意
味
で
王
を
支
え
た
女
神
で
あ
っ（
た

）
7

。
メ
ン
フ
ィ

ス
由
来
の
呪
文
を
記
し
た
パ
ピ
ル
ス
か
ら
は
、
ア
ナ
ト
と
共
に
ア

シ
ュ
タ
ル
ト
は
、「
血
と
毒
を
引
き
抜
き
出
す
」
こ
と
に
関
わ
っ

て
お
り
、
病
気
を
治
す
女
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か（
る

）
8

。

　

ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
、
テ
ィ
ル
ス
、
シ
ド
ン
、
サ
レ
プ
タ
な
ど
の

フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
都
市
で
崇
拝
さ
れ
た
女
神
で
あ（
る

）
9

。
前
五
世
紀

の
シ
ド
ン
の
王
タ
ブ
ニ
ト
の
墓
碑
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
シ
ド
ン

の
王
は
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
祭
司
（khn ʻ štrt
）
で
あ
り
、
ア
シ
ュ

タ
ル
ト
は
シ
ド
ン
の
都
市
神
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
ブ
ニ

ト
の
墓
碑
の
中
で
は
、「
そ
の
こ
と
（
石
棺
を
開
き
、
タ
ブ
ニ
ト

の
眠
り
を
邪
魔
す
る
こ
と
）
は
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
忌
み
嫌
う
こ

と
だ
か
ら
で
あ
る
（tʻ bt ʻ štrt hdbr

）」（K
A
I 13:5-6

）
と
書
か

れ
て
お
り
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
が
呪
い
の
文
脈
で
現
れ
、
王
を
守
る

女
神
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
、
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
時
代
の
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
船
乗
り
の
宗
教
に
お
い
て
、
ア
シ
ェ

ラ
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
、
タ
ニ
ト
は
、
船
乗
り
の
水
上
世
界
の
生
存

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し（
た

）
10

。

［
フ
ェ
ニ
キ
ア
語
文
書
：
シ
ド
ン
の
王
タ
ブ
ニ
ト
の
墓
碑
］

K
A
I 13; Gibson 1982, 103, N

o. 27, Pl. III-2

（
一
―
三
）私
、
タ
ブ
ニ（
ト

）
11

、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
祭（
司

）
12

、
シ
ド

ン
人
達
の
王
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
祭
司
、
シ
ド
ン
人
達
の
王

エ
シ
ュ
ム
ン
・
ア
ザ
ル
の
息
子
が
、
こ
の
棺
の
中
に
横
た
わ

る
。

（
三
―
八
）あ
な
た
が
誰
で
あ
れ
、
こ
の
棺
を
見
つ
け
た
者
は

誰
で
も
、
決
し
て
決
し
て
私
の
上
に
あ
る
物
を
開
け
て
は
な

ら
な
い
し
、
私
を
煩
わ
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、

彼
ら
は
私
の
た
め
に
銀
を
集
め
な
か
っ
た
し
、
私
の
た
め
に

金
も
あ
つ
め
な
か
っ
た
し
、
豊
か
な
物
は
何
で
も
（
私
の
た

め
に
彼
ら
は
集
め
な
か
っ
た
）。
私
だ
け
が
こ
の
棺
の
中
に

横
た
わ
る
。
決
し
て
決
し
て
あ
な
た
は
私
の
上
に
あ
る
物
を

開
け
て
は
な
ら
な
い
し
、
私
を
煩
わ
し
て
は
な
ら
な
い
。
何

故
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
忌
み
嫌
う
こ
と

だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
あ
な
た
が
実
際
に
私
の
上
に
あ
る
物

を
開
き
、
私
を
本
当
に
煩
わ
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
な
た

に
子
孫
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
生
き
て
い
る
間
に
、
日
の
下
で
。

ま
た
死
者
の
霊
達
と
共
に
横
た
わ
る
場
所
も
（
あ
な
た
に
な

い
で
あ
ろ
う
）。



史
　
　
　
学

　
第
九
〇
巻

　
第
二
・
三
号

）

一
二
二　
（

　

エ
ジ
プ
ト
語
と
フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
資
料
か
ら
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

は
、
呪
術
的
な
力
を
持
ち
、
病
の
治
癒
に
関
わ
り
、
王
を
守
る
役

割
を
果
た
し
た
女
神
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二　

大
型
の
ネ
コ
と
し
て
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

１　

ウ
ガ
リ
ト
語
の
讃
歌
に
見
ら
れ
る
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

　

ウ
ガ
リ
ト
語
の
神
話
文
書
か
ら
は
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
が
狩
人
と

し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
が
現
わ
れ
る
一

つ
の
神
話
テ
ク
ス
ト
か
ら
（K

T
U

3 1

）
13
（.92

）、「
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
、
狩

人
」（ʻ ṯ trt ṣ wd

［t 

］）（
二
行
）
が
、
荒
野
を
行
き
（tlk b m

dbr

）

（
三
行
）
槍
を
つ
か
み
（m

rḥ h. tiḫ .［d...
］）（
一
二（
行

）
14

）
お
そ
ら

く
獣
を
倒
し
て
、
エ
ル
や
（ṯ r abh il. tṯ rm
）
ヤ
リ
フ
（tšlḥ m

 

yrḫ .

）
な
ど
の
神
々
に
食
べ
さ
せ
る
一
（
一
五
―
一
六
行
）
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
ウ
ガ
リ
ト
語
の
文
書
に
は
「
野
の
ア
シ
ュ
タ
ル

ト
」（ʻ ṯ trt. šd

） 

が
現
わ
れ
る
が
（K

T
U

3 1.91.10; 1.148:18; 
4.182:55

）、
こ
の
「
野
」
と
は
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
活
動
領
域
、
な

い
し
属
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
狩
人
と
し
て
の
ア
シ
ュ

タ
ル
ト
の
活
動
領
域
、
な
い
し
は
属
性
と
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。

神
々
の
酒
宴
を
伝
え
る
神
話
テ
ク
ス
ト
の
中
で
も
（K

T
U

3 
1.114:22-23

）、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
ア
ナ
ト
と
共
に
狩
り
に
出
か

け
る
描
写
が
あ
る
（ʻ nt  wʻ ṯ trt. tṣdn .

）。

　

ウ
ガ
リ
ト
語
の
「
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
讃
歌
」
の
中
で
、
ア
シ
ュ
タ

ル
ト
は
「
雌
ラ
イ
オ
ン
」「
ヒ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、「
大
型

の
ネ
コ
」
と
形
容
さ
れ
て
い（
る

）
15

。

［
ウ
ガ
リ
ト
語
文
書
：
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
讃
歌
］

K
T
U

3 1.180 （RIH
 98/02

）:1-5

（
一
） 

ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
名
前
が
、
声
を
出
し
て
歌
わ
れ
る

よ
う
に
。

私
は
、
雌
ラ
イ
オ
ン （lbi

） 

の
名
を
唱
お
う
。

名
前
に
よ
っ
て
、［. . .

］
に
対
し
て
彼
女
は
勝
利
を

得
る
。

（
三
） 

彼
女
が
撃
つ
よ
う
に
、
エ
ル
を
攻
撃
す
る
も
の
の
あ

ご
を
。

力
強
い
ヒ
ョ
ウ
（nm

r

）、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
、

（
五
） 

力
強
い
ヒ
ョ
ウ
、
飛
び
跳
ね
る
。

　

ネ
コ
科
の
ラ
イ
オ
ン
は
群
れ
を
つ
く
っ
て
生
活
し
て
お
り
、
獲

物
は
協
力
し
て
狩
り
、
多
く
は
雌
が
実
際
に
獲
物
を
殺（
す

）
16

。
ネ
コ

科
の
ヒ
ョ
ウ
も
肉
食
獣
で
、
小
型
、
中
型
の
草
食
獣
を
捕
食
す（
る

）
17

。

大
き
な
ネ
コ
の
雌
ラ
イ
オ
ン
、
ヒ
ョ
ウ
は
ハ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

「
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
讃
歌
」
か
ら
は
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
ヒ
ョ
ウ
の

二
五
二



ウ
ガ
リ
ト
語
の
讃
歌
に
見
ら
れ
る
大
型
の
ネ
コ
と
し
て
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

）

一
二
三　
（

よ
う
に
動
作
が
素
早
く
、
獲
物
を
攻
撃
す
る
恐
ろ
し
い
ハ
ン
タ
ー

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ウ
ガ
リ
ト
の
人
々
は
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に

何
を
求
め
た
の
か
。

２　

古
代
近
東
世
界
に
お
け
る
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ

　

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
中
流
域
の
都
市
国
家
マ
リ
か
ら
出
土
し
た
文

書
（
マ
リ
文
書
）
に
よ
る
と
、
マ
リ
王
ジ
ム
リ
・
リ
ム
（
在
位
前

一
八
世
紀
頃
）
に
宛
て
た
娘
の
キ
ル
ー
の
手
紙 （A

RM
T
 X

  35

） 

の
中
で
は
、
あ
る
人
が
ラ
イ
オ
ン
に
食
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、

そ
の
ラ
イ
オ
ン
は
既
に
二
人
の
女
を
食
べ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い（
る

）
18

。『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
の
中
で
は
、
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ

テ
ィ
ム
の
所
へ
行
く
道
の
途
中
で
、
夜
、
複
数
の
ラ
イ
オ
ン

（U
R.M

A
Ḫ . M

EŠ

）
と
出
会
い
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
恐
れ
た
（ap-

ta-laḫ
3  a-na-ku

）（George 2003:  666 IX
 8-9

）
19
（

）。
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
の
文
献
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
の
毛
皮
、
毛
、
頭
な
ど
が
、
呪
術
的

に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か（
る

）
20

。

　

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
文
献
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
が
人
を
襲
っ
て
食
う

恐
ろ
し
い
動
物
で
あ
り
、
呪
術
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、

ヒ
ョ
ウ
が
宗
教
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
記
録
は
確
認
で
き

な（
い

）
21

。

　

ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
儀
礼
文
書
か
ら
は
、
神
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
る

銀
の
ヒ
ョ
ウ 

（PIRIG
3 .T

U
R K

U
3 .BA

BBA
R

） 

と
金
の
ラ
イ
オ

ン （U
R.M

A
Ḫ  GU

ŠK
IN

） 

が
、
秋
の
大
祭
で
あ
る
キ
・
ラ
ム
祭

の
中
で
定
め
ら
れ
た
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
分
か（
る

）
22

。
キ
・
ラ
ム

祭
の
別
の
場
面
の
中
で
は
ヒ
ョ
ウ
の
皮
や
頭
が
儀
礼
で
用
い
ら
れ
、

儀
礼
の
一
場
面
で
「
ヒ
ョ
ウ
の
仕
方
で
踊
る
」
場
面
も
あ
っ（
た

）
23

。

「
ラ
イ
オ
ン
人 

（LU
2 m

eš U
R.M

A
Ḫ

）」
は
、
お
そ
ら
く
、
ラ
イ

オ
ン
の
毛
皮
を
身
に
つ
け
る
か
仮
面
を
被
り
、
儀
礼
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ（
る

）
24

。
ハ
ッ
テ
ィ
起
源
の
建
築
儀
礼
を

伝
え
る
一
つ
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
文
書
（K

U
B X

X
IX

  1 
II:41-4

）
25
（6

） 

に
よ
る
と
、
新
宮
殿
の
建
設
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
儀

礼
の
描
写
の
中
で
、
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
の
足
（ši-ša-i

））
26
（

が
儀
礼

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

［
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
文
書
：
ハ
ッ
テ
ィ
起
源
の
建
築
儀
礼
文
書
］

K
U
B X

X
IX

  1 II:41-46

『kenupi-

容
器
を
持
っ
て
こ
い
。
そ
の
中
で
、
ラ
イ
オ
ン

（U
R.M

A
Ḫ

）
の
（
前
）
足
を
ま
と
め
よ
（
？
）』
ヒ
ョ

ウ
（par2 -ša-na-aš

）
の
（
前
）
足 

（U
Zši-ša-i

）
を
！　

そ

れ
ら
を
つ
か
み
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
一
つ
に
し
ろ
。
そ

の
人
の
胸
の
上
に
そ
れ
ら
を
置
け
。
王
の
魂
が
そ
の
胸
の

中
で
一
つ
に
さ
れ
る
よ
う（
に

）
27

。』

二
五
三
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kenupi-

容
器
が
災
い
を
封
じ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
容
器
で
あ

る
こ
と
か（
ら

）
28

、K
U
B X

X
IX

が
伝
え
る
儀
礼
の
中
で
、
ヒ
ョ
ウ

は
ラ
イ
オ
ン
と
共
に
王
の
災
難
を
封
じ
る
機
能
を
果
た
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ヒ
ョ
ウ
は
断
片
的
な
医
術
文
書
（K

U
B X

LIV
  61 Rs. 

（（IV

））  14

）
の
中
に
も
現
れ
、
ヒ
ョ
ウ
（PIRIG

3 .T
U
R

）
の

「
腱
、
肉
」（U

ZUSA
- m

a
）
が
、
呪
術
的
な
医
術
の
中
で
薬
材
と

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か（
る

）
29

。
ラ
イ
オ
ン
の

体
の
一
部
も
、
病
気
に
対
す
る
薬
材
と
し
て
用
い
ら
れ（
た

）
30

。

　

ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
儀
礼
文
書
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
が
祝
祭

や
ハ
ッ
テ
ィ
起
源
の
建
築
儀
礼
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

医
術
と
も
関
わ
り
呪
術
的
な
儀
礼
と
結
び
つ
く
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
何
故
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
が
保
護
や
災
難
除
け
の
機
能

を
果
た
し
た
か
に
つ
い
て
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
文
献
か
ら
は
よ
く
分

か
ら
な
い
。

　

シ
ュ
メ
ー
ル
語
の
ニ
ン
ギ
シ
ュ
ズ
ィ
ダ
讃
歌
の
中
で
、
冥
界
の

神
ニ
ン
ギ
シ
ュ
ズ
ィ
ダ
は
、「
殺
す
狂
暴
な
ヒ
ョ
ウ
（pirig-tur-

ban
3 -da

）、
悪
魔
祓
い
を
そ
ら
す
激
怒
し
た
蛇
（m

uš-ḫ uš tu
6  

gi4 -gi4

）」（U
ET

 6, 70,  4

）
と
形
容
さ
れ
て
い（
る

）
31

。
ア
ッ
シ
リ

ア
王
ア
ッ
シ
ュ
ル
・
ナ
ツ
ィ
ル
パ
ル
二
世 

（
前
八
八
三
―
八
五

九
） 

の
碑
文
の
中
で
、
王
は
「
私
は
ガ
ゼ
ル
、
鹿
、
熊
、
ヒ
ョ
ウ

（ni-im
-ri M

EŠ

）、senkurru-

動
物
の
群
れ
な
ど
野
の
獣
の
総
て

を
、
私
の
都
市
カ
ル
フ
に
集
め
た
。
私
は
（
そ
れ
ら
を
）
私
の
国

の
総
て
の
人
に
見
せ
た
。」（A

K
A
  203 IV

 37-4

）
32
（8

）
と
誇
ら
し

く
述
べ
て
い
る
。

　

シ
ュ
メ
ー
ル
語
と
ア
ッ
カ
ド
語
の
文
書
か
ら
、
ヒ
ョ
ウ
は
荒
野

の
動
物
の
一
つ
で
あ
り
、
人
間
が
捕
ら
え
る
こ
と
が
困
難
な
恐
ろ

し
い
獣
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
、
旧
約
聖
書
の
預
言
書
の
中
で
は
、
ヒ
ョ
ウ
が
ラ
イ
オ
ン

と
共
に
比
喩
表
現
の
中
で
引
用
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ョ
ウ
は
人
間
を

襲
い
、
人
間
を
も
噛
み
裂
く
人
間
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
危
険
な
動

物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

［
ホ
セ
ア
書13:7

］

「
わ
た
し
は
彼
ら
に
対
し
て
獅
子 （šāḥ al

） 

の
よ
う
に
な
り
、

　

豹
（nām

ēr

）
の
よ
う
に
道
端
で
待
ち
伏
せ
る
。」

［
エ
レ
ミ
ヤ
書5: 6

］

「
そ
の
た
め
、
森
の
獅
子
（ʼ aryēh

）
が
彼
ら
を
殺
し
、

荒
れ
た
地
の
狼
が
彼
ら
を
荒
ら
す
。

豹 （nām
ēr

） 

が
彼
ら
の
町
々
を
う
か
が
い
、

町
か
ら
出
る
者
を
み
な
か
み
裂
く
。

二
五
四
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ル
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）

一
二
五　
（

彼
ら
は
背
く
こ
と
が
多
く
、

そ
の
背
信
が
す
さ
ま
じ
い
か
ら
だ
。」

（
引
用
し
た
の
ホ
セ
ア
書
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
の
翻
訳
は

『
聖
書　

新
改
訳2017

』
に
よ
る
）

　

ラ
イ
オ
ン
の
護
符
は
、
初
期
シ
ュ
メ
ー
ル
時
代
か
ら
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ラ
イ
オ
ン
像
は
紀
元
前
三
千
年
紀
か

ら
紀
元
前
一
千
年
紀
に
か
け
て
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
シ
リ
ア
、
ア
ナ
ト

リ
ア
に
お
い
て
、
都
市
や
神
殿
、
宮
殿
の
門
に
設
置
さ
れ
て
い（
る

）
33

。

　

バ
ビ
ロ
ン
の
北
に
位
置
す
る
ア
ル
・
ウ
カ
イ
ル
遺
丘
の
神
殿
基

壇
に
は
、
ヒ
ョ
ウ
が
描
か
れ
て
い
る
（
前
四
千
年
紀
末
）（
図（
１

）
34

）。

ま
た
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ウ
ル
ク
の
ア
ヌ
の
ジ
ッ
グ
ラ
ト
の
三
層

か
ら
は
定
礎
物
と
し
て
若
い
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
の
骨
が
、
切
断

さ
れ
た
足
と
と
も
に
発
見
さ
れ
て
お
り
（
前
三
四
五
〇
年（
頃

）
35

）、

ウ
ル
ク
の
神
殿
Ｄ
Ⅳ
ａ
で
発
見
さ
れ
た
定
礎
物
の
中
に
は
、
大
型

の
ネ
コ
科
動
物
の
前
足
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か（
ら

）
36

、
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
の
人
々
が
ヒ
ョ
ウ
を
含
む
大
型
の
ネ
コ
に
呪
術
的
な
保
護
と

支
え
を
求
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
ア
ナ
ト
リ
ア
の
考
古
学
的
資
料
か
ら
、
ブ
ラ

ウ
ン-
ホ
ル
ジ
ン
ガ
ー
は
、
ラ
イ
オ
ン
は
最
強
の
動
物
と
し
て
し

ば
し
ば
描
か
れ
る
一
方
、
強
奪
獣
と
し
て
獣
群
の
敵
で
あ
り
、
彼

二
五
五

図１　アル・ウカイル遺丘の神殿基壇（Nys & Bretschneider （007, （99, Fig. 33 より作成）
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註（
1
）　

二
〇
一
一
年
八
月
、
東
京
の
慶
應
義
塾
大
学
に
お
い
て
、
杉
本
智

俊
氏
の
主
催
に
よ
り
「
イ
シ
ュ
タ
ル
・
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
・
ア
フ
ロ
デ

ィ
テ
に
関
す
る
国
際
会
議
」
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
発
表
さ
れ
た
研
究

は
、「
女
神
の
変
容　

イ
シ
ュ
タ
ル
・
ア
ス
タ
ル
テ
・
ア
フ
ロ
デ
ィ

テ
」
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
議
の
内
容
の
報
告
に
つ
い

て
は
、
田
澤 

二
〇
一
一
、Sugim

oto 2014

を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、

二
〇
一
二
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
に
お
い
て
、

Ｍ
・
Ａ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
Ｒ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
催
で
開
か
れ
た

「
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
の
置
き
換
え
（Perm

utation of A
štarte

）」
と
題

す
る
国
際
会
議
で
発
表
さ
れ
た
研
究
は
、D

ie W
elt des O

rients 
43/2 

（2013

）
に
ま
と
め
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
国
際
会
議
の
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
は
、Cristian &

 Schm
ittt 

2013

を
参
照
せ
よ
。

（
2
）　

テ
ク
ス
ト
の
公
刊
は
、
パ
ー
デ
ィ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

Pardee 2007.

（
3
）　
「
一
、
野
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に
」（a ḥt. l. ʻ ṯtrt. š

［d

］）（K
TU

3 1.48:16

）

「ndrg

の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に
、ab ḏr

の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に
」（l. ʻ ṯtrt. 

ndrg l. ʻ ṯtrt. ab ḏr

）（K
T
U

3 1.81:18-19

）「
ワ
イ
ン
が
フ
リ
の
ア

シ
ュ
タ
ル
ト
に
」（yn. l ʻ ṯtrt ḫr

） （K
T
U

3 1.112:13

）「
羊
が
ア
シ

ュ
タ
ル
ト
に
」（ʻ ṯtrt. š

）（K
T
U

3 1.148:7

）

（
4
）　

小
板
橋
二
〇
一
二
、
五
五
頁
。

（
5
）　

こ
の
テ
ク
ス
ト
に
関
す
る
文
献
学
的
議
論
に
つ
い
て
は
、
小
板

橋
二
〇
一
二
、
五
八
―
五
九
頁
を
参
照
せ
よ
。

（
6
）　T

azaw
a 2014, 103.

（
7
）　T

azaw
a 2009, 2.1.5 D

oc. 9, 10, 14, 33.

の
畏
敬
を
生
じ
さ
せ
る
外
見
は
、
彼
に
同
時
に
人
間
を
守
る
た
め

の
厄
除
け
の
力
を
与
え
て
い
る
と
述
べ
て
い（
る

）
37

。

　

古
代
近
東
の
文
献
と
考
古
学
的
遺
物
か
ら
、
恐
ろ
し
い
ハ
ン

タ
ー
と
し
て
の
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
に
、
人
々
は
呪
術
的
な
保
護

を
求
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

終
わ
り
に

　

ウ
ガ
リ
ト
語
の
「
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
讃
歌
」
か
ら
、
敵
を
圧
倒
す

る
力
を
持
っ
た
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
、
ラ
イ
オ
ン
や
ヒ
ョ
ウ
の
よ
う

な
ハ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
資
料

か
ら
、
恐
ろ
し
い
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
の
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
に
、

人
々
は
呪
術
的
な
保
護
を
求
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
エ
ジ
プ
ト
の

フ
ァ
ラ
オ
や
シ
ド
ン
の
王
が
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
に
保
護
を
求
め
た
よ
う

に
、
恐
ろ
し
い
ハ
ン
タ
ー
で
あ
る
大
型
の
ネ
コ
と
形
容
さ
れ
る
ア

シ
ュ
タ
ル
ト
に
讃
歌
を
捧
げ
る
儀
式
の
中
で
、
ウ
ガ
リ
ト
の
王
は
、

王
家
に
対
す
る
呪
術
的
な
保
護
を
求
め
た
可
能
性
が
あ
る
。「
ア

シ
ュ
タ
ル
ト
讃
歌
」
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
出
土
し
た
ラ
ス
・
イ

ブ
ン
・
ハ
ニ
で
、「
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
の
歌
い
手 

（šr. ʻ ṯ trt

）」

（K
T
U

3 4.168:4

）
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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五
七

（
8
）　Ibid., 80, D

oc. 27.
（
9
）　

主
に
、
考
古
学
的
資
料
か
ら
見
た
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
ア
シ
ュ
タ
ル

ト
崇
拝
に
関
す
る
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
は
、Bloch-Sm

ith 
2014

を
参
照
せ
よ
。

（
10
）　Christian 2013, 181.

（
11
）　

タ
ブ
ニ
ト
の
父
、
エ
シ
ュ
ム
ン
ア
ザ
ル
一
世
は
前
五
世
紀
に
年

代
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
タ
ブ
ニ
ト
の
治
世
は
前
五
世
紀
の
第
二
四

半
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
ブ
ニ
ト
の
息
子
の
エ
シ
ュ
ム

ン
ア
ザ
ル
二
世
の
碑
文
か
ら
す
る
と
、
エ
シ
ュ
ム
ン
ア
ザ
ル
二
世

は
父
の
死
後
生
ま
れ
た
こ
と
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ら
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ブ
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ト
の
治
世
は
短
く
終

わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
エ
シ
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ム
ン
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ザ
ル
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世
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幼
く
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て
即
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め
、
母
親
の
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シ
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ト
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ʻštrt

）
が
摂
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と
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て
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権
を
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て
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よ
う
で
あ
り
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エ
シ
ュ
ム
ン
ア
ザ

ル
二
世
自
身
も
一
四
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。M

cCarter 
2000, 182, n.1; Gibson 1982, 105-109.

（
12
）　

ア
シ
ュ
タ
ル
ト
は
シ
ド
ン
に
お
い
て
バ
ア
ル
、
エ
シ
ュ
ム
ン
と

と
も
に
主
要
な
神
の
一
柱
で
あ
っ
た
。
タ
ブ
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ト
は
王
で
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る
と

同
時
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女
神
の
祭
司
長
と
し
て
、
聖
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者
の
務
め
を
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た
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。Gibson 1982, 103, n.1.
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ijkstra 1994; 
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yatt 1998; Pardee 2008; Sm

ith 2014, 46-49.

（
14
）　ti ḫ

［d...

］
の
読
み
に
つ
い
て
は
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（
15
）
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ニ
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百
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・
ブ
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、
一
九
九
三
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、
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頁
。

（
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）　
「
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科
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、
四
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（
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）　D

E
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 III, 439.

（
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）　

日
本
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一
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頁
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参
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せ
よ
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eim
pel 1987-1990, 83.

（
21
）　H

eim
pel 1980-1983, 600; CA

D
 N

-II, 234-235.

（
22
）　H

aas 1981, 107.

（
23
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（
24
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nal 1987-1990, 86.

（
25
）　

テ
ク
ス
ト
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訂
は
、Schw

artz 1947

を
参
照
。

（
26
）　

ヒ
ッ
タ
イ
ト
語šišai-

の
意
味
は
、
問
題
で
あ
る
。
幾
つ
か
の

解
釈
が
提
案
さ
れ
て
き
た
。ʻm

eatʼ 

（Schw
artz 1947,  33

） 
ʻZahn

（?

） ̓（Friedlich 1952,  194

）, ʻtail ̓（Goetze 1969,  358

）。

シ
カ
ゴ
大
学
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
の
辞
書
に
よ
る
と
、ʻ（a body 

part characteristic of certain anim
als: tail or paw

 ?

） ̓

と

い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。CH

D
 Š, 449. 

文
脈
か
ら
ラ
イ
オ

ン
と
ヒ
ョ
ウ
の
体
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ウ
ル
ク

の
ア
ヌ
の
ジ
ッ
グ
ラ
ト
の
Ⅲ
層
で
発
見
さ
れ
た
定
礎
物
と
し
て
若

い
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
の
骨
が
、
切
断
さ
れ
た
足
と
と
も
に
発
見

さ
れ
て
い
る
。U

V
B 8, T

af. 43. 

さ
ら
に
ウ
ル
ク
の
神
殿
Ｄ
の
Ⅳ

ａ
で
発
見
さ
れ
た
定
礎
物 

（
前
三
五
〇
〇
年
頃
） 

の
中
に
は
、
大

型
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ネ
コ
科
動
物
の
前
足
が
含
ま
れ
て
い
る
。Lenzen 1974, 
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s-Forte 1980-1983, 603. 

ウ
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、šišša-i/šišš- ʻto im

oress ̓

と
い
う
動
詞
か
ら
派
生
し

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。K

loekhorst 2008, 757-758. 

ヒ
ッ
タ

イ
ト
語
の šišai-

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
マ
ー

ク
・
ウ
ィ
ー
デ
ン
博
士
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
27
）　K

U
B X

X
IX

  1 II:39-46

の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、Schw

artz 
1947, 30-33, Goetze 1969, 358, Beckm

an 2010,  74

を
参
考

に
し
た
。

（
28
）　Puhvel 1997, 154.

（
29
）　Ü

nal 1980-1983, 605; Burde 1974, 20-21, 23. K
U
B 

X
LIV

  61 Rs. 

（IV

）14-18
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア

考
古
学
研
究
所
の
吉
田
大
輔
博
士
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
30
）　Ü

nal 1987-1990, 87.

（
31
）　H

eim
pel 1968, 331.

（
32
）　A

K
A
  203 IV

 37-48

の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参

考
に
し
た
。CA

D
 N

-II, 234, Grayson 1991, 226.

（
33
）　Braun-H

olozinger 1987-1990, 89-90.

（
34
）　N

ys &
 Bretschneider 2007, 599, Fig. 33.

（
35
）　U

V
B 8, T

af. 43.

（
36
）　Lenzen 1974, 126; W

illiam
s-Forte 1980-1983, 603.

（
37
）　Braun-H

olzinger 1987-1990, 88.

参
照
文
献

Bloch-Sm
ith, E.　

2014: 

“Archaeological and Inscriptional Ev-
idence for Phoenician A

starte,

” in D
. T

. Sugim
oto 

（ed.

）, 
T
ransform

ation of a G
oddess: Ishtar---A

starte---A
phrodite, 

Fribourg, 167-194.
Beckm

an, G.　

2010: 

“Tem
ple Building am

ong the H
ittites,

” 
in M

. J. Boda &
 J. N

ovotny 

（eds.

）, From
 the Foundations 

to the Crenellations E
ssays on T

em
ple Building in the 

A
ncient N

ear E
ast and H

ebrew
 Bible, M

ünster, 71-89.
Braun-H

olzinger, E. A
.　

1987-1990: 

“Löw
e B. A

rchäolo-
gisch,

” RLA
 7, 88-94.

Burde, C.　

1974: H
ethitische m

edizinische T
exte, W

iesbaden.
Caquot, A

 &
 T

arragon, J-M
. 1989: T

extes O
ugaritiques: T

ex-
tes religieux, rituels, Correspondence, T

om
e II, Paris.

Christian, M
. A

.　

2013: 

“Phoenician M
aritim

e Religion: Sail-
ors, Goddess W

orship, and the Grotta Regina,

” Die W
elt 

des O
rients 43, 179-205.

Christian, M
. A

. &
 Schm

itt, R.　

2013: 

“Perm
utations of 

ʻA
štate: Introduction,

” Die W
elt des O

rients 43, 150-152.
D
ijkstra, M

.　

1994: 

“The M
yth of A

starte, the H
untress 

（K
T
U
 1.92

）. N
ew

 fragm
ents,

” UF 26, 113-126.
Friedlich, J.　

1952: H
ethitisches W

örterbuch, H
eidelberg.

G
eorge, A

. R
.　

2003: T
he B

abylonian G
ilgam

esh E
pic 

V
olum

 1, O
xford.

Gibson, J. C. L.　

1982: T
extbook of Syrian Sem

itic Inscripi-
tons, V

ol.  3 Phoenician Inscriptiosn, O
xford.

Goetze, A
.　

1969: 

“Ritual for the Erection of a N
ew

 Palace,

” 
in J. B. Pritchard （ed.

）, A
ncient N

ear E
astern T

exts R
elat-

ing to the O
ld T

estam
ent, Princeton, 357-358.

Grayson, A
. K

.　
1991: T

he R
oyal Inscriptions of M

esopota-



ウ
ガ
リ
ト
語
の
讃
歌
に
見
ら
れ
る
大
型
の
ネ
コ
と
し
て
の
ア
シ
ュ
タ
ル
ト

）

一
二
九　
（
二
五
九

m
ia A

ssyrian Periods V
olum

e  2 A
ssyrian R

ulers of the 
E
arly First M

illennium
 BC I （1114-859 BC

）, T
oronto.

H
aas, V

.　

1981: 

“Leopard und Biene im
 K

ulte ʻhethitischerʼ 
Göttinnen: Betrachtungen zu K

ontinuität und V
erbreit-

ung altkleinasiatischer und nordsyrischer religiöser V
or-

stellungen,
” UF 13, 101-116.

H
eim

pel, W
.　

1968: T
ierbilder in der sum

erischen Literatur, 
Rom

a.
H
eim

pel, W
.　

1980-1983: 
“Leopard 

（und Gepard

）. A
. Philol-

ogissch.,

” in R
LA

 6, 599-601.
H
eim

pel, W
.　

1987-1990: 
“Löw

e A
. I. M

esopotam
ien,

” in 
R
LA

 7, 80-85.
H
errm

ann,W
.　

1969: 

“Aštart,

” M
itteilungen des Instituts für 

O
rientforschung 15, 6-55.

K
loekhorst, A

.　

2008: E
tym

ological D
ictionary of the H

ittite 
Inherited Lexikon, Leiden.

Lenzen, H
. J.　

1974: 

“Die A
rchitektur in Eanna in der U

ruk 
IV

 Periode,

” Iraq 36, 111-128.
M
cCarter, P. K

. Jr.　

2000: 

“The Sarcophagus Inscription of 
T
abnit, K

ing of Sidon,

” in W
. W

. H
allo &

 K
. L. Y

ounger, 
Jr. （eds.

）, T
he Context of Scripture V

ol. 2, Leiden/Boston/
N
ew

 Y
ork, 181-182.

M
argalit, B.　

1989: 

“KT
U
 1.92 

（O
bv.

）: A
 U

garitic T
heoph-

agy,

” Aula O
rientalis 7, 67-80.

M
oor, J. C. de　

1986: 

“Athtartu the H
untress 

（K
T
U
 1.92

）,” 
U
F 17, 226-30.

N
ys, N

. &
 Bretschneider, J.　

2007: 

“Research on the Iconog-
raphy of the Leopard,

” UF 39, 555-615.
Pardee, D

.　

2007: 

“Prelim
inary Presentation of a N

ew
 U

g-
aritic Song to ʻA

ttartu,

” in K
. L. Y

ounger Jr. 

（ed.

）, U
g-

aritic at Seventy-Five, W
inona Lake, 27-39.

Pardee, D
.　

2008: 

“Deux tablettes ougaritiques de la m
ain 

dʼun m
em

e scribe, trauvées sur deux sites distinct: RS 
19.039 et RIH

 98/02,

” Sem
itica et Classica 1, 9-38.

Puhvel, J.　

1997: H
ittite E

tym
ological D

ictionary V
olum

e  4 
W
ords beginning w

ith K
, Berlin/N

ew
 Y

ork.
Sanm

artín, J.　

1977: 

“arbḫ  -vierjährig 

（K
T
U
 1.92:10

）,” UF 9, 
374-375.

Schm
itt, R.　

2013: 

“Astarte, M
istress of H

orses, Lady of the 
Chariot: T

he W
asrrior A

spect of A
starte,

” Die W
elt des 

O
rients 43, 213-225

Schm
itt, R.　

2014: 

“Astarte in U
garit, K

anaan und Ä
gypt,

” 
U
F 45, 509-524.

Schw
artz, B.　

1947: 

“A H
ittite Ritual T

ext 

（K
U
B 29.2= 

1780/c

）,” Orientalia 16, 23-55.
Sm

ith, M
. S.　

2014: 

“ʻAthtart in Late Bronge A
ge Syrian 

T
exts,

” in D
. T

. Sugim
oto

（ed.

）, T
ransform

ation of a 
G
oddess: Ishtar---A

starte---A
phrodite, Fribourg, 33-85.

Sugim
oto　

2014: 

“Preface

” in D
. T

. Sugim
oto 

（ed.

）, T
rans-

form
ation of a G

oddess: Ishtar---A
starte---A

phrodite, Fri-
bourg, V

II-IX
.

T
azaw

a, K
.　

2009: Syro-Palestinian D
eities in N

ew
 K

ing-



史
　
　
　
学

　
第
九
〇
巻

　
第
二
・
三
号

）

一
三
〇　
（
二
六
〇

dom
 E

gypt: T
he H

erm
eneutics of T

heir E
xistence, O

x-
ford.

T
azaw

a, K
.　

2014: 

“Astarte in N
ew

 K
ingdom

 Egypt: Recon-
sideration of H

er Role and Function,

” in D
. T

. Sugim
oto 

（ed.
）, T

ransform
ation of a G

oddess: Ishtar---A
starte---

A
phrodite, Fribourg, 103-123.

Ü
nal, A

.　

1980-1983: 

“Leopard. C. In K
leinasien.,

” in R
LA

 6, 
604-605.

Ü
nal, A

.　

1987-1990: 
“Löw

e. A
. II Bei H

ethiten,

” in R
LA

 7, 
85-87.

W
illiam

s-Forte, E.　

1980-1983: 
“Leopard. B. A
rchäologisch.,

” 
in R

LA
 6, 601-604.

W
yatt, N

.　

1998: R
eligious T

exts from
 U

garit: T
he W

ords 
of Illim

ilku and his Colleagues, Sheffi
eld.

小
板
橋
又
久　

二
〇
一
二
：「
ウ
ガ
リ
ト
語
の
神
話
・
祭
儀
文
章
に
見

ら
れ
る
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
五
五
巻
第
二
号
、
五

三
―
六
二
頁
。

田
澤
恵
子　

二
〇
一
一
：「
イ
シ
ュ
タ
ル
・
ア
ス
タ
ル
テ
・
ア
フ
ロ
デ

ィ
テ
に
関
す
る
国
際
会
議
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
五
四
巻
第
二
号
、

一
一
三
―
一
一
八
頁
。

月
本
昭
男
訳　

一
九
九
六
：『
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
叙
事
詩
』、
岩
波
書
店
。

略
号

A
K
A
: E. A

. W
. Budge &

 L. W
. K

ing 

（eds.

）, A
nnals of the 

K
ings of A

ssyria, London, 1902.
CA

D
: T

he Chicago A
ssyrian D

ictionary, Chicago, 1956-2010.

CH
D
: T

he H
ittite D

ictionary of the O
riental Institute of the 

U
niversity of Chicago, Chicago, 1980-.

D
E
PM

: J.-M
. D

urand, Les docum
ents épistolaires du palais 

de M
ari, I, II, III, Paris, 1997, 1998, 2000.

K
A
I: H

. D
onner &

 W
. Röllig, K

anaanäische und aram
äische 

Inschriften, I-III, W
iesbaden, 1964-1968.

K
T
U

3: M
. D

ietrich, O
. Loretz &

 J. Sanm
artín,T

he Cunei-
form

 A
lphabetic T

exts from
 U

garit, R
as Ibn H

ani and 
O
ther Places, M

ünster, 2013.
K
U
B: K

eilschrifturkunden aus Boghazköi.
RIH

: Ras Ibn H
ani.

R
LA

: E. Ebeling u. a. 

（H
ersg.

）, R
eallexikon der A

ssyriologie 
und V

orderasiatischen A
rchaeologie, Berlin, 1928-.

U
ET

: U
r Excavations, T

exts.
U
F: U

garit-Forschungen.
U
V
B: A

bhandlungen der Preußischen A
kadem

ie der W
is-

senschaften, Jahrg. 1936, Phil.-hist. K
lasse, N

r. 13. A
chter 

vorläufiger Bericht über die von der D
eutschen For-

schungsgem
einschaft in U

ruk-W
arka unternom

m
enen 

A
usgrabungen von A

. N
öldeke, A

. von H
aller, H

. Lenzen 
und E. H

einrich.


